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①河川敷地に地形の起伏が少なく、このような箇所を営巣場とするオオジュリン、ホオアカ、ノビタキのつがい数も
　少ない。

②草刈り時期が草地性鳥類の繁殖時期と重なっており配慮が望まれるが、草刈りで生じた裸地や低茎草本類
　の区域にノビタキが頻繁に飛来し採餌・育雛行動を示し、草刈りによる草地環境多様化の効果も見られる。

③河道側は樹木や高茎草本類が密生しコヨシキリの営巣に適した環境が大部分であり、その他鳥類の繁殖場
　が少なく、今後の河道掘削に際し河岸の植生環境・地形変化の多様化を促す必要性がある。

草地性鳥類の現状

6.6.まとめまとめ
治水管理で影響を受けやすい鳥類

高水敷（草地）

高水敷（草地）

オオジュリン 
ホオアカ
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コヨシキリ
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ノゴマ
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本調査においての対象種

●その他の確認鳥類

●夕張川河川敷地で出現頻度が高い鳥類

草地性鳥類の繁殖場が種別に地形･植生環境と
関係をもち、棲み分けを行っている
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河川敷地における鳥類の生息環境要素代表的な営巣箇所とテリトリーの大きさ

地形の起伏や植生群落の形成状況の違いによって 
各種鳥類のテリトリーの形状や広さが異なる　
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テリトリーを維持する時期が種ごとに異なっている
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6月上旬
6月下旬

7月中旬
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テリトリー数

26箇所
6箇所

4箇所
9箇所

テリトリー数と時期

対象種

■繁殖行動圏（全12回分重ね合わせ）

5.5.結果結果 － 推定つがい数および営巣環境推定つがい数および営巣環境 －

：各つがいの繁殖行動と行動圏から推定した営巣箇所（巣の確認は行っていない）

繁殖行動
・巣の確認
・巣近くで餌運び 
・移動性の低い巣立ちヒナ　など

ノビタキ
オオジュリン

ホオアカ
コヨシキリ

3つがい
5つがい
2つがい
18 つがい

推定つがい数(300m ×150m)

行動圏
・密集具合
・継続時期 など

○ノビタキ

○オオジュリン、ホオアカ
→低木が散在し、高茎草本群落に生
　じたギャップ(窪地)を中心に行動

主な繁殖行動圏の植生環境

○コヨシキリ
→低木と高茎草本群落が混在した群
　度の高い植生群落を中心に行動

→高茎草本群落と草刈りによる低茎
　草本群落(堤防)が隣接した区域を
　行動

ホオアカホオアカ 夕張川夕張川

コヨシキリコヨシキリ 夕張川夕張川ノビタキノビタキ 夕張川夕張川

オオジュリンオオジュリン 夕張川夕張川

主な営巣箇所の地形状況

対象種の営巣箇所は、調査範囲内
の標高差による違いは見られない
が、地形のギャップ（起伏）によ 
る植物の高低差を利用する傾向が 
見られた

群落名

樹木類
高茎草本類（在来種）
高茎草本類（外来種）

ヨシ群落
裸地
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6月17日
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第7回 
7月19日

第8回 
7月29日

第9回 
8月11日

第10回 
8月29日

第11回 
9月17日

第12回 
10月17日

■繁殖行動圏
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4.4.結果結果 － 繁殖行動の推移繁殖行動の推移(20082008年) ) －
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3.3.夕張川の河川敷地を利用する主な鳥類夕張川の河川敷地を利用する主な鳥類

■対象種（出現頻度の高い草地性鳥類）

■夕張川河川敷地を利用する主な鳥類

オオジュリン

全長16cm、翼開長24.5cm
北海道には夏鳥として渡
来し繁殖する。海岸の草
原、牧草地、河川敷など
の草原に生息する。青森
や秋田、新潟でも繁殖の
記録がある。冬は本州以
南のアシ原で見られる。

Emberiza schoeniclus

スズメ目ホオジロ科
ホオアカ

全長16cm、翼開長23cm
九州では山地の草原、本
州中部以北や北海道では
平地や山地の草原で繁殖
する。冬は温暖な地方の
草原や水田のあぜ、農道
などでよく見られる。

Emberiza fucata

スズメ目ホオジロ科
ノビタキ

全長13cm、翼開長20.5cm
本州中部以北の高原や、
北海道の平地の草原に繁
殖する夏鳥。渡りの時に
は、本州以南の平地や海
岸近くの農耕地でもよく
見られる。

Saxicola torquata

スズメ目ツグミ科
コヨシキリ

全長13.5cm 翼開長19.5cm
本州中部以北に渡来する
夏鳥。アシがところどこ
ろに生えている草原や、
やや乾燥した場所の草原
に生息する。最近になっ
て九州での繁殖が知られ
た。

Acrocephalus bistrigiceps

スズメ目ウグイス科

2.2.調査地区と調査内容調査地区と調査内容

石狩川

石狩川

夕張川

調査対象地
一級河川石狩川水系夕張川
（北海道空知郡南幌町）

調査位置図

・治水管理で影響を受けやすい鳥類相・治水管理で影響を受けやすい鳥類相
・一定面積における繁殖つがい数・一定面積における繁殖つがい数
・種における行動圏と地形・植生との関連性・種における行動圏と地形・植生との関連性

テリトリーマッピング調査により把握したものテリトリーマッピング調査により把握したもの

・調査法　：テリトリーマッピング法・調査法　：テリトリーマッピング法
・調査範囲：・調査範囲：300m300m×150m150mを4人で実施人で実施
・時間　　：日の出から・時間　　：日の出から4時間程度時間程度

調査方法調査方法

上流側に比べ下流側の地盤高が低く、所々に排水溝も見られる

地形図(起伏)
河道側

堤防側

排水溝排水溝排水溝

(m)

標高凡例

8.9 

8.5 

8.1 

7.7 

7.3 

6.8 

6.4 

6.0 

高い

低い

下流 上流

河道側は高茎草本群落と樹木類、堤防側はヨシ群落が主体

植生図

群落名

樹木類
高茎草本類（在来種）
高茎草本類（外来種）
ヨシ群落
裸地

河道側

堤防側

下流 上流

草地内にヤナギ類等の樹木が点在している

空中写真

1メッシュ:25m×25m

河道側河道側

堤防側堤防側

下流下流 上流上流

調査対象地斜め写真

調査範
囲

調査範
囲

調査範
囲

150m150m150m

300m300m300m

※上流上空より撮影※上流上空より撮影※上流上空より撮影

河道側河道側

堤防側堤防側

：観察定点

テリトリーマッピング調査状況

1.1.はじめに（背景）はじめに（背景）

河川敷地は、各種鳥類の重要な 

繁殖・生育場となっている

本報は、北海道開発局が“草刈り管理”や“河道掘削の計画”
を行い管理する『夕張川』の河川敷地において、草地性鳥類の
繁殖行動を観察し現状を把握することを目的として実施したテ
リトリーマッピングの結果を整理したものである。　

常に隣り合わせの関係

草刈り管理草刈り管理

河道掘削河道掘削

： 5 5月～月～7月　各種鳥類の繁殖期に影響月　各種鳥類の繁殖期に影響

： 　河岸を利用する各種鳥類に影響　河岸を利用する各種鳥類に影響

しかし、治水管理上では!!

各種鳥類の繁殖・生育場各種鳥類の繁殖・生育場

ヒバリの卵ヒバリの卵
餌を運ぶノビタキ

治水管理治水管理

牧草の刈り取り状況（高水敷）


